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四国の中央構造線

高橋治郎1)

1.はじめに

西南日本をランドサットの映像でみると,非常に明瞭

た一条の線状地形(これをリニアメントという)カミ中部地方

から四国の北縁にかけて発達Lていることに気付く.詳

細に見てゆくと,長野県諏訪湖の南,杖突峠付近にはじ

かみむらあおくずれ

まり南へ鹿塩川,青木川,上村川へと下り,青崩峠を越

みさくぼ

え天竜川支流の水窪川へと続き,佐久間ダムの南からは

その方向を南西に転じ豊川に沿って西進し,紀伊半島和

あさん

泉山脈の南縁を西流する紀ノ川から阿讃山脈の南を東流

する吉野川に沿い,さらに四国山地の北縁へと追跡され

る.このリニアメントは,一見して断層によって形成さ

れたものであると判断することができる.E.Naumann

(1885)は,この断層を,主として明治10年代までに作ら

れた我が国の地形図から看破し,GrosseMedianspa1te

(大中央地裂線)と名付けた.これが今日言う中央構造線

である.

地質図を拡げてみると,上述のリニアメントが中央構

造線に一致していることが,また,この中央構造線がそ

の北～北西側の花崩岩類や堆積岩(和泉層群)と南～南

東側の変成岩とを境する大断層であることが了解される

(第1図).中央構造線は,日本列島の構造発達史を編む

上で非常に重要な構造線であるため,その地理的位置,

活動の時期,断層活動の様式などについて,多数の研究

カミたされてきた(Kobayashi,1941;杉山編,1973;Ichika-

waed.,1980など参照).また最近では,地震と断層との関

連において,中央構造線付近に発達する断層が活断層で

あることが明らかにされ,防災面からも研究されている

(岡田,1972.1973;活断層研究会編,1980など).

本小文では,主として愛媛県で観察される中央構造線

の断層露頭の概要を説明し,こうした野外

13犯事実から推定される中央構造線の活動史を

編んでみることにする.
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第1図西南日本の中央構造線の位置図｡

2.地質概説

中央構造線のすぐ北側を領家帯と称し,

ここには高温低圧型変成岩である領家変成

岩類が領家花開岩類に貫かれたり,あるい

はその上にルｰフペンダント状に分布し,

これらを上部白亜系和泉層群カミ不整合に覆

っている.

四国高縄半島に分布する領家変成岩類の

源岩の堆積した時代は,放散虫化石によっ

てノｰリアソ後期～ジュラ紀初期(約2億

2,500万年～1億9,000万年前)の堆積物を含

むことカミ(鹿島･増井,1985),また,領家花

庸岩類や酸性岩岩脈の貫入した時代は93～

82Maと年代が測定されている(河野･植

田,1966プKagamieta1.,1988;田崎ほか,

1)愛媛大学教育学部:〒790愛媛県松山市歯京町3

キｰワｰド:中央構造線,活動史,和泉層群,久万層群,石鎚

層群,四国
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和泉層群は,大局的には東にブラソジした非対称向斜

構造を呈して,中央構造線に沿って細長く,紀伊半島か

ら伊予灘に浮かぶ愛媛県喜多郡長浜町青島まで,約300

㎞にわたって最大幅12㎞で分布する.本層群は,礫

岩,砂岩,泥岩より成るがおもに砂岩と泥岩の互層より

構成され,数層準に酸性凝灰岩層を挟む.アンモナイト

やイノセラムス,放散虫だとの化石が産出し,和泉層群の

地質時代はカンパニアソ～マストリヒシアゾ(7,500万年

～6,500万年)とされている(野田･田代,1973;山崎,1987)･

和泉層群の分布南隈は中央構造線によって断たれ,三波

くま

川変成岩類あるいは中･上部始新統久万層群と接する.

また和泉層群の一部は,久万層群や石鑓層群によって不

整合に覆われる.

中央構造線の南側は三波川帯と呼ばれ,領家変成岩類

と対を成す低温高圧型の三波川変成岩類が分布する.本

変成岩類は,緑色(塩基性)片岩,黒色(泥質)片岩,砂

質片岩,石英片岩などより成りキｰスラｰガｰ式鉱床を

胚胎する.三波川変成岩類の源岩は古生層であろうと考

えられていたが,コノドントの発見により,少たくとも

その一部に上部三畳系の含まれること(須鎚ほか,1980)

が,また,変成作用のピｰクが110～120Ma頃であるこ

と(板谷,1988)が明らかにされている.三波川変成岩類

は,久万層群や中部中新統石鎚層群に不整合に覆われ

る.

久万層群は石鑓山系に広く分布し,おもに礫岩から成

り,砂岩や泥岩を挟む堆積物である.久万層群は三波川

にみよう

変成岩類の砕屑物だけから成る下位の二名層(海成)と,

みようじん

和泉層群由来の砕贋物を主とする上位の明神層(湖沼～

河成)とにわけられている.堆積した時代は,二名層か

ら有孔虫化石が産出することから,本属は中期始新世

に,明神層は植物化石により,後期始新世と考えられて

いる(永井,1972;Nagai,1957.1968).永井は二名層と明

神層は不整合関係にあるとした.しかし,両者は漸移関

係にあり二名層と明神層には区分できないとする見解

や,二名層の一一部は海成層であるが他の大部分の久万層

群は陸成層であるとする見解,さらに,石鎚山付近の植

物化石の構成種からは明神層の時代は後期始新世よりも

新潮である可能性のあることなど,久万層群の地層区分

や堆積環境｡時代等に,疑問が投げ掛けられている(甲

藤･平,1979;松尾,1980;木原,1985.1986)･

石鎚層群は,中期中新世の火山砕属物や火山岩類より

おもε

成る.石鎚山南西方に分布する面河酸性岩類(14Mla,柴田

･野沢,1966)もこの層群に含められている(堀越,1964).

石鎚層群は久万層群を不整合に覆い,さらに中央構造線

を覆うぽかりでたく,その北方に分布する和泉層群をも

不整合に覆っており,中央構造線の活動史を考察する上

で重要な位置を占めている.石鑓層群形成時の火成活動

は瀬戸内火成活動と呼ばれ,火山岩類が愛媛県では三波

川･領家両帯に,香川県では領家帯に分布するほか,愛

媛県下の中央構造線に沿っても貫入している(堀越,1966;

田崎ほか,1990a).

上述した地層を不整合に覆って,鮮新一更新統の岡村

く.んちゆ5

層や郡中層,および第四系カミ分布している.

3.中央構造線の露頭

中央構造線は,中部地方や紀伊半島の東部では北～北

西側に分布する鹿塩片麻岩(鹿塩マイロナイト)や領家変

成岩類および領家花騎岩類と南～南東側に分布する三波

川変成岩類とを境し,紀伊半島中部以西では北側に分布

する上部白亜系和泉層群と南側に分布する三波川変成岩

類とを境する.

四国においては,徳島市から吉野川に沿って西方の三

好郡池田町に追跡されるが,この間では左岸側の和泉層

群と右岸側の三波川変成岩類中に破砕帯が観察されるの

みで,和泉層群と三波川変成岩類との分布限界をもって

みのたちの

中央構造線の位置が推定される.三好郡三野町太刀野の

谷に中央構造線の破砕帯の露頭があり,この露頭の上に

かかる県道12号の橋がr中央構造線橋｣と名付けられて

うまじ

いる.池田町佐野小学校南をよぎる中央構造線は,馬路

さかいめ

川に沿ってN80.E方向に西進し愛媛,徳島の県境境目

峠へと連続する.愛媛県川之江市川滝町に入ると,中央

構造線はいくぶん北へ張り出し,川滝町椿堂の南方で観

察されるように南側に分布する三波川変成岩類が北側の

和泉層群上に乗り上げている風上断層として観察するこ

写真1川之江市川滝町の中央構造線(N85叩･40.S)

ハンマｰの部分が中央構造線に貫入している安山岩.

上盤は三波川変成岩類の黒色片岩.下盤は上部白亜系

和泉層群.
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第2図愛媛県における中央構造線の概観図･

1):中央構造線,2):畑野断層,3):岡村断層,4):

曲,6):花山衝上,7):伊予断層,8):郡中断層

a:川之江市平山,b:宇摩郡土居町畑野浦山川,c

とができる(写真1).本露頭における断層の走向･傾斜

はN85｡レ40.Sで,これに沿って幅約50～60cmの安

山岩(中部中新統石鑓層群のメンバｰと考えられる)が貫入し

ている.安山岩は強風化を受けているが,貫入以後には

断層活動による破砕は受けていたい1中川(1965)は,

この貫入岩を珪長岩と記載するとともに,本露頭を模式

地として中央構造線の川清時階(白亜紀末～始新世前の活

動で,北側の和泉層群上へ南側の三波川変成岩類が衝上)を提

唱Lた.

さらに西方の川之江市平山においては,三波川変成岩

類が和泉層群上に低角度で衝上している.また,平山付

近には中央構造線に沿って断層角礫が発達しており,新

宮ダム建設に伴う導水路工事によりその分布状態が明ら

かになった(永井,ユ973).永井によれば,｢a断層の断層

面は,南に約60｡傾斜している.下盤は和泉層群で,著

しくは破砕されていない.上盤はおもに黒色片岩の角礫

化したもので,掘さく当時は堅く膠結していたというこ

とであるが,筆者が調査した時には,すでに膠結がとげ

てしまっていた.この角礫岩層は,トンネル路線に沿っ

て約350m続いていて,a･b両断層にはさまれたクサビ

形の部分を埋めているものと推定される｣ということで

ある.庸傾斜を示す中央構造線は,伊予三島市の南まで

続くものと推定されるが,どこで北傾斜に変わるのかは

不明である.

ほうお5

伊予三島市以西においては,中央構造線は法皇山脈一

石鎚山脈の山麓に沿って直線的な石鑓断層線崖を形成し

1991年12月号

0510しm

ま

目邪宗層群

国領家花賭類

皿領家変成岩類

□三波川変成岩類

川上断層,5)1中央構造線の桜樹屈

:西条市上の原,d:川内町上音田

ている.'この間数箇所で中央構造線の断層露頭を観察す

ることができる.それらの断層露頭には,断層角礫や断

層粘土の介在するものと安山岩～流紋岩類の貫入してい

うまどい

る所とがある.宇摩郡土居町畑野の浦山川河床において

中央構造線に貫入する岩脈およびそのガウジのK-Ar年

代が,12.9±4.1Ma,11.2±1,2Maと測定され,この

頃かたり広範囲に中央構造線の活動が起こったものと推

定されている(柴田はか,1989).

伊予西条市の南方で測定された中央構造線の走向｡傾

斜は,N66叩｡33.N,N6ぴE･30～35.Nである.石

鎚断層線崖の右側に,これに平行して畑野断層,岸ノ下

断層,岡村断層だとの活断層カミ存在Lトレンチ(掘削)

調査たどによって研究されている(京都大学防災研究所,

エ985;加藤,1989).

Lゆうそうたんぱら

中央構造線は,周桑郡丹原町湯谷口(写真2)の西方か1

饅さくらぎおんせんかわうち

らほぼ直角に南に曲がり(桜樹屈曲),温泉郡川内町狩場

へと続く.当地では中央構造線に沿って,黒雲母安山岩

や輝石安山岩カミ貫入している.中央構造線に貫入する輝

石安山岩のK-Ar年代が,田崎ほか(1990a)によって測

定され,その値は西条市上の原で15.4±0.4Ma,丹原町

湯谷口で21.O±1.2Ma,川内町上音田で15.3±O.4Ma

である.湯谷口の輝石安山岩については21.0±1,2Maが

得られているが,岩石の検鏡結果や化学分析値から判断

して,この岩石を石鎚層群とは別のメンバｰとしたけれ

ば肢らない積極的た理由は次い(田崎ほか,1990a).上音

田の河床では,走向N1O℃,傾斜25.Wを示す中央構造�
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写真2丹原町湯谷口の中山川河床の中央構造線

(N80.W･40.N)

人がいる所およびその対岸の白っぽい部分が中央構造

線に貫入する幅約5mの輝石安山岩.対岸左寄りの安

山岩の上に和泉層群がルｰフペンダント状に残ってい

る.安山岩の右側(下盤側)は三波川変成岩類の黒色

片岩.

川内町井内の花山衝上断層(N76.W･49門).

上盤は中部始新統の久万層群二名層で,下盤は上部白

亜系の和泉層群.
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第3図砥部町砥部川河床(砥部衝上)の地質図(山内治原図･

永井ほか,1977を改変)｡

察される(写真3).高橋(1977.1986),高橋ほか(1984)

はこの衝上断層を花山衝上(走向N43叩～N76叩,傾斜

40㌧49.S)と呼び,北傾斜の中央構造線(砥部衝上)を

切っていると推定した.

松山市南方では,南に分布する久万層群と北側の和泉

層群が中央構造線を介して接している.この関係は,松

山市南方の砥部町砥部川河床において観察することがで

き,この中央構造線の露頭が国の天然記念物に指定され

ている(第3図).本露頭では,和泉層群カミ久万層群明神

層上に走向N70叩,便斜30“で衝上し,断層に沿って

フィロナイト様岩石(r花嵩岩質岩石･砂岩･結晶片岩類など

を原岩とし輝石安山岩の迷入による所産と思われる岩石｣堀越,

1964)が貫入している(写真4).

線が観察され,西側に分布する和泉層群カミ東側の中･上

部始新統久万層群の上へ衝上し,ここでも断層に沿って

輝石安山岩が貫入している.中央構造線は,川内町狩場

から再びその走向を西南西方向にとり,伊予郡砥部町を

ふたみかみなださだ

経て伊予郡双海町上灘付近から伊予灘に入り,佐田岬半

島の北縁を通り九州へと追跡される.しかし,川内町か

Lげのぶ

ら重信町南東部にかけての地域では,南側に分布する久

万層群二毛層が北側の和泉層群上に衝上しているのが観

4.中央構造線の活動史および付近の地質構造

発達史

以上述べてきた地質と中央構造線の断層露頭の観察か

ら,中央構造線の活動史を含む地質構造発達史の概要が

次のように編める(第4図).

1)中央構造線の誕生

僚は同時代の地層群を源岩とする領家帯の高温低圧型

地質二昌一ス448号�
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写真4砥部町砥部川河床の中央構造線(砥部衝上断層,N70.

E･30.N)

小さな滝のすぐ上の白っぽい部分が中央構造線に貫入

するフイ厚ナイト様岩石.上盤(下流側)は上部白亜

系和泉層群,下盤(上流側)は上部始新統久万層群明

神層.

変成岩類と三波川帯の低温高圧型変成岩類とが対時した

活動.形成条件が全く異たる両変成岩類が,このような

地質配置をとるためには,両者は断層関係にたげれぼた

らたい.この断層活動が中央構造線の誕生にほかならな

い.活動時期は,領家変成岩類や花崩岩類,三波川変成

岩類と和泉層群の変形程度からみて稲泉層群堆積前であ

ることは明らかで,領家花崩岩類の分布南限が中央構造

線に断たれていることから,領家花崩岩類貫入後と考え

られる,この中央構造線の形成時階が,Kobayashi(1941;

小林,1950)の設定した鹿塩時階に相当するものである.

Haraeta1.,(1980)は,領家･三波川両帯の変形構造の

解析から,この鹿塩時階の活動は中部地方以西では左水

平勇断,以東の関東地方では右水平勇断で特徴付けられ

ると述べた.

2)和泉層群堆積盆の彬成･堆積

和泉層群は,その一大向斜構造の南翼部を中央構造線

によって切られた形で,紀伊半島から西の愛媛県喜多郡

長浜町青島まで約300㎞にわたって狭長に分布してい

る.また,幅の割に深い堆積盆であり,堆積速度が速

く,堆積盆中軸都の古水流の方向が東から西であるのに

対し堆積物は西から東へと若くたるという特徴を有して

いる.さらに,中央構造線にほぼ直交する断層群が発達

することだとから,和泉層群の堆積盆は断層活動と密接

に関連して形成されたものと推定され,Tairaeta1.,

(1983)や高橋(1986)は,中央構造線の左横ずれ成分を

有する領家帯側落としの活動によって形成されたと考え

ている.この左横ずれ成分を有する中央構造線の活動に

より,領家帯側カミ引きちぎられブロック化し,これらの

1991年12月号

ブロックが西から東へ階段状に陥没していった堆積盆に

北側や東側から砕屑物が供給された.これらの砂層物は

乱泥流によって東から西へ運搬されて堆積L,砕屑物供

給地の東方への移動とともに,西から東へと上位層が重

なるように堆積盆を埋積していった.

和泉層群の堆積盆の形成以来,領家帯側の沈降が進行

し,一方,三波川帯が上昇することにより両者が断層関

係で接した.この断層活動が,Kobayashi(1941;小林,

1950)の言う中央構造線の市之川時階の活動に相当する.

この市之川時階の活動は,幅の狭い和泉層群堆積盆に層

厚5,OOOm(南北断面から推定される層厚)に及ぶ砕屑物を

堆積させるという,左横ずれ成分を伴う領家帯側落とし

の正断層的性格のもので,この活動を通じて和泉層群堆

積盆の沈降,さらに最大沈降部に一大向斜構造が形成さ

れた.なお,三波川変成岩類は和泉層群堆積中には侵食

される環境下にはなく,中期始新世久万層群二名層堆積

直前に始めて地表に露出し,二名層の構成砕屑物とたっ

た.

3)久万層群堆積盆の形成

中期始新世(4,500万年前頃)になると,松山市の南方に

中央構造線をまたいで東西に広がる堆積盆が形成され,

海進に伴って久万層群二名層が浅海に堆積した.二名層

は三波川変成岩類の砕贋物(主として礫)だけから構成さ

れている.次いで,後期始新世に堆積盆北側の領家帯側

が上昇し砕屑物供給地となり,主として和泉層群の砂岩

が,さらに少量ではあるが領家花嗣岩類や変成岩類が礫

などの砕屑物として供給され,久万層群明神層が堆積し

た.

4)和泉層群と久万層群の接触

砥部町砥部川河床において観察されるように,北側に

分布する和泉層群と南側の明神層とが断層関係で接して

いる.層序関係や引きずり構造から,北側上がりの衝上

断層(砥部衝上)と判断され,この活動カミ中央構造線の

砥部時階とされるものである(Kobayashi,1941;小林,

1950).砥部時階の活動は,現在のところ松山市近傍,す

なわち久万層群分布地域においてのみ認識することがで

きる.

砥部時階の中央構造線の活動は,三波川帯と領家帯に

分布する明神層の基底高度や桜樹屈曲部で,西側に分布

する和泉層群が東側の三波川変成岩類や明神層上に衝上

していることなどから,垂直変位量が約200m,右横ずれ

変位量は約250mと見積もられている(高橋･1978･1986)･

5)花山衝上の形成

砥都街上形成後,川内町奥惣田谷から庄屋元一重信町

利山一花山の北方にかけての地域において,砥部時階の

中央構造線(砥部衝上)を切って,南から北へ衝上する花�
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第4図

松山市周辺における中央構造

コ

線の変遷(高橋,186に加筆)

山街上が形成された(高橋,1977.1986;高橋ほか,1984).

花山衝上は和泉層群と久万層群二名層とを境する断層で

はあるが,中央構造線の再活動したものではたく,その

断層面を地下深部へ延長すると三波川変成岩類中に至

る.当地域においては,花山衝上を境に南側には二名層

と明神層が分布するカミ,北側においては二名層を欠い

て,明神層が直接和泉層群を不整合に覆っている.また,

南側の明神層の基底高度の方が北側に比べ60～250m高

い位置にあることから,砥部衝上によって北側が約200

m上昇したことを考慮すると,花山衝上の垂直変位量は

260～450mと推定される.

6)石鑓層群の火成活動(瀬戸内火成活動)

中期中新世に入ると火成活動が,中央構造線とは無関

係に,愛媛県では三波川･領家両帯に,香川県では領家

帯(屋島一小豆島)において勃発した.この火成活動によ

り中央構造線に沿って黒雲母安山岩や輝石安山岩,流紋

岩が愛媛県全域(東端の川之江市まで)に貫入しているが,

構造線およびその付近は火成活動の主要舞台とはたって

いたい.

7)鮮新世以降の堆積物を切る断層活動

領家帯(和泉層群)で生じた中央構造線と並走あるい

はやや斜交する断層の活動で,鮮新一更新統の岡村層や

郡中層,段丘堆積物,扇状地堆積物などを切る,

5.おわりに

愛媛県においては,中央構造線および中央構造線付近

の活動史や構造発達史が,上述のように編める.これは,

上部白亜系和泉層群のほか,他地域には分布しない始新

統久万層群や中新統石鎚層群だとが分布するから可能な

のである.こうした被覆層との地質関係からの研究とは

別に,柴田はか(1988.1989)は,断層ガウジ中の自生の

雲母粘土鉱物の同位体年代から断層活動の時期を明らか

にしようとしている.同位体年代による中央構造線の活

動時期が明らかになってくれぼ,今以上の中央構造線の

活動像カミ描げるであろう.

中央構造線の活動様式の変化はな畦起こったのか?

中期中新世の日本海拡大時に瀬戸内火成活動が起こった

が,中央構造線は火成活動の主要舞台とはたっておらず

火成活動が中央構造線に斜交しているがこれはた畦か,

中央構造線の北側を並走する活断層と中央構造線の関係

はどうたのか.少なくとも最近1,000年間,中央構造線

もしくは中央構造線付近に大きな地震が発生Lていない

カミ･.このことは何を意味するのか等六･今後も引き続き

研究Lたけれほならたいことが,まだまだ残されてい

る.

謝辞本稿を作成するにあたり,服部仁,佐藤興平両博

士に大変お世話になりました.記して感謝いたします.
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